








はじめに 

この十数年の間に、人の糸球体を場としたさまざまな炎症性病変が光顕、電顕、蛍光抗体

法の解折の進歩により、いくつかの特徴ある病理形態像として構築されてきた。そして、

それらは臨床像の理解とあいまって各々特徴ある糸球体疾患像を確立してきた。しかも、

長年の実験腎炎の発生機序に対する理解も手伝って、これらの人の糸球体疾患の成り立ち

に何らかの免疫学的機序が関与していることが確認されてきた。 

一方、一人の患者が一つの糸球体疾患に罹患した場合、急性糸球体腎炎のような一過性の

場合を除き一生涯その疾患が持続し、他の糸球体疾患が途中から合併してくることは極め

て稀れである。従って、一つの糸球体疾患で一個体に発生する要因は何らかの抗原も含め

た外的因子の関与もさることながら、宿主側の内的因子、すなわち疾患感受性因子が大き

く係っていると考えられる。 

近年、免疫学的機序により発生する疾患が組織適合性抗原と関連していることが数多く報

告され、それぞれの疾患の感受性因子が組織適合性抗原、とりわけ免疫応答遺伝子と密接

に連鎖していることが示唆されてきた。 

われわれはこれまで、形態像および臨床像の面からそれぞれの糸球体疾患の病態像を明ら

かにするとともに、その免疫遺伝学的背景を明らかにする目的で HLA system を検討してき

た。今回は 4つの疾患について検討した結果を報告する。 


